
1983年３月、植田とその家族は大切な存在を亡くしました。
植田の妻、紀枝さんです。病気療養中ではありましたが、植田も
家族も、回復を確信していたため、その無念さは、植田が写真を
撮れなくなってしまうほどであったそうです。そんな植田が再
び写真を撮るきっかけとなったのは、ファッション・デザイナー
菊池武夫氏のコレクション・カタログのための撮影でした。アー
ト・ディレクターの仕事をしていた植田の次男・充氏は、依頼に
よる仕事であれば、写真家としての覇気を取り戻してくれるの
ではないかと考えたそうです。菊池氏も、回想のなかで、友人で
あった充氏からの提案で、砂丘での撮影が実現したことを記し
ています。ファッション写真は、形態やデザインの個性を伝える
だけでなく、現代的な感覚を表現することが求められ、時代をう
つしとるカメラマンの感性によるところが大きい分野といわれ
ます。70歳を超えた写真家の挑戦は画期的であり、この分野で
高い評価を得て、その後も多くのファッション写真の依頼を受
けています。長年のアマチュア写真家人生のなかで培われたユ
ニークな画面構成や造形感覚が、ファッション写真という分野
で見事に花開いたのです。異空間で繰り広げられる新たな演出写真は、かけがえのない存在の喪失と、その
悲しみを乗り越えて誕生したといえるでしょう。
今回の展示では、1983年から撮影された〈砂丘モード〉を中心に、1950年前後に撮影された砂丘での演出

写真も紹介します。時を越えて写真家の内面に生き続けたスタイリッシュな植田の感性を再発見していただ
けることでしょう。

メ 　ー 　ル ■ b i j y u t s u k a n @ h o u k i - t o w n . j p
ホームページ ■ http://www.houki-town.jp/ueda/

伯耆町立植田正治写真美術館
TEL：0859－39－8000

問い合わせ先

伯耆町立植田正治写真美術館　伯耆町須村353－3
TEL：0859-39-8000　FAX：0859-68-3600

※本券１枚につき一世帯様無料でご利用いただけます。

町 民 無 料 招 待 券

2019年6月8日（土）　　9月1日（日）

6月8日（土） 9月1日（日）

◆ 開館時間／９：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
◆ 休 館 日／火曜日（祝日の場合は翌日）
 　　　　　　ただし、８月13日（火）は開館
◆ ご来館の際には右欄の町民無料招待券を切り取っ

てご利用ください。

S T Y L E

（本券を切り取ってご利用ください）

Izumo Matsue

同時開催《１階Ｄ展示室》

植田正治物語「─写真するボク─」 コレクション紹介展示として、植田正治の生涯にわたる
写真活動の軌跡を紹介しています。

植田正治のファッション写真

S T Y L E
植田正治のファッション写真
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わらび採り遠足
日光交流センター山隠れの里が主
催したわらび採り遠足が行われ、
参加者は袋いっぱいにわらびを
採っていました。

（伯耆町大滝地内　４月28日撮影）
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採っていました。
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